
　作・演出・芸術監督　金滿里

『ニライカナイ - 命の分水嶺』

劇団態変
Performance Troupe TAIHEN

座・高円寺　秋の劇場 17　

2018 年 11 月 2 日（金）〜 11 月 4 日（日）

座・高円寺 1

　劇団態変（企画・製作）　

大阪市東淀川区西淡路 1-15-15
TEL/FAX 06-6320-0344 taihen.japan@gmail.com   

http://www.ne.jp/asahi/imaju/taihen
　　　　



都会の収容施設から  太古の海の記憶へと。
　
　本作は、劇団態変主宰・金滿里自らの施設体験に
基づくイメージと、後に金が沖縄の大自然から得た
生命観、二つの時空をダイナミックに行き来する、
極私的冒険物語を態変の身体で表現します。

　幼少期を施設で過ごした金は、その場に横たわる
優生思想、あるいは一部の命の存在を消し去ろうと
する社会システムを肌で感じ取り、施設を出てから
もその危険性には警告を発し続けてきました。しか
し現代の都市生活では、「役立つ生命」「不要な生命」
を勝手なふるいにかけるヘイトクライムがますます横行。2016 年 7 月 26 日には、相模原市の障碍者施設
で 46 名もの無抵抗の人たちが殺傷される事件が引き起こされ、殺された 19 人の氏名は未だ公開されない
まま世間では、この出来事を忘れ去ろうとしています。

　片方を肯定し、片方を消し去ろうとする。
  そんな窮屈で、誰にとっても逃げ出したくなるような社会とは一線を画する世界像を、沖縄の大自然が育
んだ「ニライカナイ」という思想を元に探すことはできないか。本作は、この願いを原動力として、描かれ
ることとなりました。相反する明と暗、光と影、生と死、そのどちらをも共存させる自然の原理に、人間
の命や営みも当たり前のように含んできたおおらかな視座。この視座を都市に生きる我々の身体で表現し、
掴んでみようと足掻く試みによって、本作は個人の冒険譚を越え、命の本質に向き合うための祭礼として、
2017 年の大阪初演でも大きな反響を引き起こしました。

　　　　　劇団態変 『ニライカナイ - 命の分水嶺』　

明暗の光の乱舞に呼応する、　
　　　我ら、身体あることこそを祝福する！

　舞台をともにつくるのは、世界各地の民族音楽を取り入れた多彩なメロディーワークを得意とするサエキ
マサヒロと、最古の電子音楽楽器であるテルミンを操る児嶋佐織。同時に、DJ・SANgNAM のラップトップ
ミュージックが加わり、異質のものを迎え共存させていくことを音楽でも追求し、重層的な世界観を表現し
ていきます。
　また、今回の東京公演ではエキストラ出演する身体障碍者を新たに募集、オーディションを行なうなど、
態変が 35 年間追究してきた革新的な身体観／芸術観を、舞台の枠を越えて問うていくことへも果敢に取り
組みます。

   劇団態変の身体が、切実に、身体あることこそを祝福せんと世に突きつける 。ニライカナイの調べにのせ
た渾身の舞台に、どうぞご期待下さい。



『ニライカナイ - 命の分水嶺』

作・演出・芸術監督　　　　金滿里

音楽　　　　　　　　　　　サエキマサヒロ（各種弦楽器等）　
　　　　　　　　　　　　　児嶋佐織（テルミン等）　
　　　　　　　　　　　　　SANgNAM（DJ・selector）　　　　　　　　　　　

パフォーマー　      　　　　金滿里　小泉ゆうすけ　下村雅哉　向井望　松尾大嗣　
　　　　　　　　　　　　   小林加世子　渡辺綾乃　他　　　　　　　　　　　     　　　

公演日　　　　　　　　　　2018 年 11 月 2 日（金）〜４日（日）

会場　　　     　　　　　　　座・高円寺１　杉並区高円寺北 2-1-2　　　　　　

座・高円寺提携公演　芸術文化振興基金助成事業
企画・製作　 態変 office イマージュ　

　photo by bozzo

　7 〜 17 歳を障碍児訓練施設で育った私にとって施

設体験は、芸術創造の核である、人間とは、の本質を

掴む大きな糧となっている。そして大自然の脅威を、

その懐に包まれる故郷的西表との出会いで、差別への

捉え方を大きく変えさせていただいた。この二つを真

正面から取り組む本作品がなければ、現在という時代

に私はもう前に進めない。

　私の持論の、追い詰められた者の優雅さ、を形にす

る時期にきたといえる。

　　　　　        　　　   （初演パンフレットより抜粋）

公演概要

作品に寄せて　　金滿里

エキストラ出演者オーディション開催決定
　8 月 5 日（日）　座・高円寺　けいこ場　にて



芸術監督　金滿里

日本で活躍した韓国古典芸能家 ・ 金紅珠の末の娘として生まれる。 3 歳でポリオに

罹患、 全身麻痺の重度身障者となる。

１９８３年劇団態変を旗揚げ、 身体障碍者の障碍そのものを表現力に転じた身体表

現芸術を世界に先駆けて創出してきた。 劇団態変では、 一貫して芸術監督を務め、

これまで一作を除く、 全作品の作 ・ 演出を手掛けている。 また、 自らのソロ公演を

含めたほとんどの作品に出演もしている。

著書　「生きることのはじまり」 （筑摩書房）

　　    「私は女」 （金満里 ・ 岸田美智子　共著） （長征社）

　      「身体をめぐるレッスン （１） 夢みる身体」 （鷲田清一編） 寄稿 （岩波書店）

映画出演　「靖国 ・ 地霊 ・ 天皇」 大浦信行監督 （2014 年）

音楽　　

劇団態変は 1983 年の旗揚げ以来、 主宰・金滿里の 「身体障碍者の障碍自体を表現力に転じ、

未踏の美を創り出すことができる」 という着想に基づき、 身障者自身が演出し、 演じる劇団とし

て活動する。 その高い芸術性へは定評があり、活動歴は世界的にも稀に見る長さとなっている。

劇団自体の一貫してのテーマは、 世界の人類史に於ける優生思想の価値観を、 根底から転倒

させるぐらいの身障者の身体表現、 である。 そうでなければ芸術の意味は無いとまでの強い自

覚を持ち、 人間の身体に対する違う価値の提示を行なう舞台身体表現を目指している。

海外公演は、 '92 年のアフリカ ・ ケニア招聘公演を皮切りに、 エジンバラフェスティバル ・ フリ

ンジ 3 年連続参加 （'96 年〜 '98 年）、 ベルン招聘公演、 ベルリン ・ シュツットガルト招聘公演、

韓国では実行委員会との共同公演を実施。

平成 23 年度、 24 年度、 26 年度、 27 年度、 29 年度文化庁芸術祭参加

2016 年社会デザイン賞優秀賞受賞　　

2017 年 『劇団態変の世界 - 身障者の 「からだ」 だからこそ』　論創社より上梓

サエキマサヒロ （各種弦楽器）

マルチ弦楽器奏者としてギター　ウード　馬頭琴　三線　ブズーキ　口琴などを演奏。 自

己のユニット 「ウパシクマ」 を率いて日本各地で演奏。

様々な国の、 民族の音楽を聞いてきた経歴からの多彩なメロディワークに定評あり。

2006 年より、 日本の民族楽器演奏家のトップクラスの集まるスペシャルユニット 「Asian 

Wings」 のリーダーとしても活動。

児嶋佐織 （テルミン）

2000 年から日本のテルミン演奏 ・ 研究の第一人者竹内正実氏に師事。

2001 年からは、 後進の指導にもあたっている。  

ソロ演奏やセッションの他、 今西玲子 （筝） とのユニット 『短冊』、

菊池誠 （ギター、 テルミン） とのユニット 『andmo'』

『おおたか静流＆ Asian Wings』 のメンバーとしても活動中。

SANgNAM （DJ ・ selecter）

15 歳からドラムをはじめる。

以降、 ロック、 メタル、 ハードコア、 パンク、 エレクトロニカ等様々なジャンルのバンドで

ドラムやリズムを担当。

30 歳になるころ、 DJ をはじめる。

    

プロフィール

劇団態変


